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アメダス観測所（四要素）
積雪観測所 風向風速計

積雪深計

温度・湿度計雨量計
データ変換
・処理装置

電力・通信線

気象庁「ひまわり9号」より

第４回　雨風雷観測のしくみ

気
象
観
測
」
で
あ
り
、「
Ａ
Ｍ
ｅ
Ｄ
Ａ
Ｓ
」

と
表
記
さ
れ
る
。
図
―
１
に
ア
メ
ダ
ス
の

観
測
所
例
を
示
す
。
ア
メ
ダ
ス
の
観
測
地

点
は
、
約
一
三
〇
〇
か
所
で
あ
り
、
こ
の

う
ち
約
九
〇
〇
か
所
で
は
、
気
温
、
湿
度
、

風
向
風
速
、
降
水
量
の
四
要
素
を
自
動
的

に
観
測
し
て
い
る
。

ア
メ
ダ
ス
は
、
昭
和
四
九
年
（
一
九
七

四
）
か
ら
運
用
を
開
始
し
た
が
、
こ
ん
な

逸
話
が
あ
る
。
テ
レ
ビ
に
初
め
て
お
目
見

え
し
た
の
は
、
運
用
か
ら
約
一
〇
年
後
の

昭
和
五
八
年
（
一
九
八
三
）
四
月
の
Ｎ
Ｈ

Ｋ
で
あ
る
。
も
う
五
〇
年
も
前
で
あ
る
。

桜
井
洋
子
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
、「
あ
め
だ
す
」

ア
メ
ダ
ス

「
雨
」
と
い
う
漢
字
の
音
と
関
西
弁
的

な
「
あ
め
だ
す
」
の
語
感
が
相
ま
っ
て
、「
ア

メ
ダ
ス
」
の
名
は
今
や
お
茶
の
間
ま
で
広

く
知
れ
渡
っ
て
い
る
。「
ア
メ
ダ
ス
」
は
、

風
、
気
温
、
湿
度
、
降
水
量
の
四
要
素
を

自
動
的
に
観
測
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

世
の
中
に
は
ア
メ
ダ
ス
に
あ
や
か
っ
た
カ

ナ
の
名
称
は
多
い
が
、
や
は
り
最
も
有
名

な
四
文
字
カ
タ
カ
ナ
の
一
つ
で
は
な
か
ろ

う
か
。
な
お
、
降
雪
地
域
で
は
、
前
号
の

積
雪
計
も
設
置
さ
れ
て
い
る
。　

「
ア
メ
ダ
ス
」
の
正
式
名
称
は
「
地
域

図―１　アメダスの観測所例
図版は全て気象庁資料より

ス
」
な
ど
の
候
補
も
挙
が
っ
た
が
、「
ア
メ

ダ
ス
」
と
な
っ
た
の
に
は
、
当
時
高
層
課

長
だ
っ
た
清
水
逸
郎
氏
が
気
象（
学
）
を
意

味
す
る
形
容
詞M

eteorological

の
最
初

の
二
文
字
の
Ｍ
ｅ
を
入
れ
て
、
Ａ
Ｍ
ｅ
Ｄ
Ａ

Ｓ
と
す
れ
ば
と
の
ア
イ
デ
ア
を
出
し
、
観

測
部
長
の
木
村
耕
三
氏
も
了
承
し
て
命
名

さ
れ
た
。
Ａ
Ｍ
ｅ
Ｄ
Ａ
Ｓ
はA

utom
ated 

M
eteorological D

ata A
cquisition 

System

の
略
で
あ
る
。

さ
て
、「
ア
メ
ダ
ス
」
は
世
界
に
先
駆

け
て
開
発
・
展
開
さ
れ
た
自
動
的
な
気
象

観
測
シ
ス
テ
ム
（
観
測
ロ
ボ
ッ
ト
）
で
あ

る
が
、
国
際
的
に
見
て
も
、
最
も
早
く
開

発
さ
れ
た
先
進
的
な
自
動
気
象
観
測
シ
ス

テ
ム
で
あ
る
。
ア
メ
ダ
ス
を
実
現
さ
せ
た

最
大
の
要
因
は
、
気
象
観
測
セ
ン
サ
ー
の

開
発
よ
り
も
、
む
し
ろ
観
測
デ
ー
タ
の
収

集
環
境
に
画
期
的
な
変
化
が
あ
っ
た
こ
と

で
あ
る
。

少
し
詳
し
く
触
れ
る
。
そ
れ
ま
で
電
話

で
し
か
利
用
で
き
な
か
っ
た
電
電
公
社
の

一
般
公
衆
回
線
を
利
用
し
て
の
デ
ー
タ
通

信
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
昭
和

三
九
年
（
一
九
六
四
）
頃
か
ら
大
型
電
子

計
算
機
へ
の
通
信
回
線
の
接
続
が
始
め
ら

れ
た
が
、
公
衆
電
気
通
信
法
は
、
電
電
公

社
の
専
用
線
の
共
同
使
用
・
他
人
使
用
を

厳
し
く
制
限
し
て
い
た
。
加
入
電
話
や
加

入
電
信
の
回
線
に
電
子
計
算
機
を
接
続
す

る
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
公
衆
通
信
回
線
の

と
原
稿
ど
お
り

正
確
に
発
音
し

た
が
、
視
聴
者

か
ら
「
あ
め
だ

す
」
と
は
何
た

る
言
い
草
か
、

女
性
ら
し
く
丁

寧
に
「
あ
め
で

す
」
と
言
い
な

さ
い
と
の
投
書

が
あ
っ
た
と
い

う
。実

は
こ
の
シ

ス
テ
ム
の
名
称

は
観
測
部
の
課

長
会
で
議
論
さ

れ
、「
ア
ム
ダ
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北

上空の風で散乱
した電波を受信

電波を発射
アンテナ部

上空の
風の流れ
上空の
風の流れ

西

南
東東

開
放
を
認
め
て
お
ら
ず
、
経
済
界
や
産

業
界
な
ど
の
こ
う
し
た
要
請
に
即
応
し

得
な
い
状
態
に
あ
っ
た
。

結
局
、
郵
政
省
は
、
通
信
回
線
の
利

用
制
限
を
緩
和
し
て
欲
し
い
と
い
う
各

界
の
要
望
に
応
え
て
、
電
子
計
算
機
に

接
続
す
る
デ
ー
タ
通
信
回
線
の
利
用
を

現
実
的
、
段
階
的
に
整
備
し
て
い
く
こ

と
を
決
意
し
、
昭
和
四
六
年
（
一
九
七

一
）
二
月
に
法
律
を
改
正
し
、
公
衆
回

線
を
利
用
し
た
デ
ー
タ
通
信
へ
の
道
が

開
か
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
ア
メ
ダ
ス
は
、
そ
の
環

境
を
利
用
し
た
一
番
乗
り
と
も
い
え
る

事
業
で
あ
り
、
電
電
公
社
も
本
腰
を
入

策
用
の
雨
量
観
測
所
は
民
間
や
自
治
体
に

委
託
し
て
い
た
。
こ
の
ほ
か
、
農
業
気
象
観

測
所
も
展
開
し
、
気
象
庁
が
運
営
す
る
無

人
の
気
象
観
測
所
を
含
め
る
と
、
そ
の
総

計
は
約
一
七
〇
〇
地
点
に
達
し
て
い
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
オ

フ
ラ
イ
ン
の
観
測
網
で
、
観
測
デ
ー
タ
は

郵
送
で
、
人
手
を
か
け
て
統
計
が
行
わ
れ

て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
デ
ー
タ
の
入
手
に

時
間
を
要
し
、
集
中
豪
雨
な
ど
変
化
が
激

し
い
現
象
の
把
握
と
対
応
が
遅
れ
が
ち
で

あ
っ
た
。

一
方
、
昭
和
二
七
年
（
一
九
五
二
）、

二
八
年
（
一
九
五
三
）
に
は
、
西
日
本
や
紀

伊
半
島
な
ど
の
各
地
で
梅
雨
期
の
豪
雨
に

見
舞
わ
れ
て
、
多
数
の
河
川
が
氾
濫
し
、

◇
雷
評
定
シ
ス
テ
ム

雷
の
観
測
シ
ス
テ
ム
は
「
雷
評
定
シ
ス

テ
ム
」
と
呼
ば
れ
る
。
図
―
３
に
積
乱
雲

に
伴
う
落
雷
・
放
電
の
様
子
と
電
波
の
到

達
時
刻
を
受
信
す
る
検
知
局
の
概
念
図
を

示
す
。
シ
ス
テ
ム
の
仕
組
み
は
、
雷
放
電

に
伴
う
電
波
の
受
信
ア
ン
テ
ナ
と
、
そ
の

時
刻
を
正
確
に
得
る
た
め
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
受
信

ア
ン
テ
ナ
を
用
い
て
行
わ
れ
、
複
数
の
検

知
局
で
の
雷
電
波
の
到
達
時
間
の
違
い
か

ら
、
発
雷
地
点
を
自
動
的
に
評
定
し
て
い

る
。

九
州
北
部
お
よ
び
和
歌
山
県
で
は
、
そ
れ

ぞ
れ
一
〇
〇
〇
人
を
超
え
る
犠
牲
者
が
生

ま
れ
た
。
そ
の
対
策
と
し
て
、
雨
を
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
把
握
す
る
観
測
網
の
整
備
が

行
わ
れ
た
。

◇
ウ
イ
ン
ド
プ
ロ
フ
ァ
イ
ラ

ウ
イ
ン
ド
プ
ロ
フ
ァ
イ
ラ
は
、
図
―
２

に
示
す
よ
う
に
、
地
上
か
ら
上
空
に
電
波

を
発
射
し
、
大
気
か
ら
の
散
乱
あ
る
い
は

反
射
さ
れ
て
き
た
電
波
を
受
信
・
処
理
し

て
、
上
空
の
風
向
・
風
速
を
観
測
す
る
シ

ス
テ
ム
で
あ
る
。

図―２　ウインドプロファイラの概念図

図―３　積乱雲に伴う放電と電波の様子

れ
て
支
援
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
何
と
い
っ

て
も
ア
メ
ダ
ス
観
測
所
一
か
所
の
観
測
デ
ー

タ
の
送
信
費
用
が
わ
ず
か
一
度
数
（
当
時

七
円
）
で
済
む
こ
と
で
あ
っ
た
。
今
日
、

光
ケ
ー
ブ
ル
な
ど
の
高
速
回
線
を
利
用
し

た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
通

信
技
術
は
家
庭
に
ま
で
普
及
し
て
い
る
が
、

当
時
で
は
全
く
画
期
的
で
あ
っ
た
。

さ
て
、
ア
メ
ダ
ス
の
基
本
計
画
が
策
定

さ
れ
た
の
は
昭
和
四
六
年
春
で
あ
る
が
、

そ
の
実
現
に
至
る
ま
で
に
は
、
幾
つ
か
の

課
題
を
抱
え
て
い
た
。
中
央
気
象
台
は
、
気

象
台
・
測
候
所
の
観
測
網
よ
り
も
さ
ら
に

細
か
い
地
上
気
象
観
測
網
と
し
て
、
昭
和

二
〇
年
（
一
九
四
五
）
代
後
半
か
ら
種
々

の
気
象
観
測
所
を
設
け
て
き
た
。
水
害
対

雷雲

雷放電

対地放電

各検知局か
らの情報を
集めて発生
位置を計算

大地に誘起された電荷

航空会社
に提供

航空気象
官署

中央
処理局

検知局間の距離
約200km（平均）

検知局 検知局

負電荷

正電荷

電波

電波電波

電波

検
知
局


